
 

 

 

 

 

平成２９年６月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

 

質問順位 議席番号 質  問  者 

1 25 若  井  達  男 

2 19 樋  口  和  人 

3 13 塩  谷  寿  雄 

4 5 塩  川  裕  紀 

5 2 中  沢  道  夫 

6 6 佐  藤     剛 

7 10 桑  原  圭  美 

8 11 笛  木     晶 

9 24 関     常  幸 

10 15 小  澤     実 

11 16 寺  口  友  彦 

12 7 田  村  眞  一 

13 8 中  沢  一  博 

14 22 牧  野     晶 

15 9 勝  又  貞  夫 

16 18 岡  村  雅  夫 

17 4 永  井  拓  三 

18 17 中  沢  俊  一 

19 14 清  塚  武  敏 

20 3 広  田  公  夫 

計    ２０名 



 

 

【質問方式】（いずれも質問制限時間（答弁時間を含まない。）は 30 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

売り出せ、スポーツ健康都市南魚沼 

 

（１）2020 年東京オリンピック合宿地へ向けて当市の取組は如何に。 

 

（２）健康寿命への取組は如何に。 

 

（３）ライフステージに応じたスポーツ活動への参画は如何に。  

 

 

議 席 

２５  

若

井

達

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

「南魚沼市環境基本計画」への取組について  

 

副題に「南魚沼市の豊かな自然とともに生き、次の世代に力強

くつなぐために」と題されている「南魚沼市環境計画」が策定さ

れている。 

この中には、地盤沈下対策に様々な箇所で触れている。この度、

「地下水採取に関する条例」を改正するとの方向を打ち出してい

るが、地盤沈下に対する認識と今後の抑制策について伺う。  

同じく「南魚沼市環境基本計画」には、一般廃棄物についても

「ごみを出さない」体制づくり、そのために「徹底した分別収集

体制の構築」「ディスポーザーの導入」などが挙げられているが、

現状をどのように認識しているのか伺う。 

また、新ごみ処理施設の建築については、いかに生ごみを減ら

すかが大きな課題になると考える。そういった意味では、現在「リ

フォーム」の際に補助金がついている「ディスポーザー」につい

て新築の際などに補助金を出すなど考えられないか、市長の所見

を伺う。 

 

議 席 

１９  

樋

口

和

人 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

１ 障がい福祉について 

 

（１）障害者差別解消法が施行されているが、市における条例制定

についてどう考えるか。 

 

（２）市内の障がい者施設や車椅子マップなどを当事者が考え、市

に提案するような組織を設立してはどうか。  

 

（３）障がい児に対する支援、個人スキルを伸ばす施策を早く考え

るべきではないか。（施設、人材等） 

 

 

２ 市のＰＲや市民の幸福度向上に対する取組について 

 

（１）川開き等をイベントにすることでメディアに取り上げてもら

ってはどうか。 

 

（２）市民の記念日に表彰状をプレゼントするなど、市民幸福度を

上げる取組はどうか。 

 

（３）商工会や商店街単位などで、サービスデーを市主導で設けて

はどうか。 

 

議 席 

１３  

塩

谷

寿

雄 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

１ 地域消防力の強化について 

 

（１）糸魚川大火については、本来、人の力で防ぐことが出来るは

ずの火災が強風により延焼が拡大し、近年まれにみる大火とな

った。本市においても同様の事態は十分に起こり得るものと考

えるが、市長の所見を伺う。 

 

 （２）消防団員数の確保のためにどのように取り組んでいるのか。 

 

（３）消防職員数や消防車両等は、市町村の人口等に基づいて決め

られているが、糸魚川市のような大規模な火災が発生した場合

には対応が困難になることが想定される。広域連携体制の取り

組み状況と、更なる強化を含めた今後の対応を伺う。 

 

（４）本市の消防水利の整備達成率はどの位か。また、他の市町村

と比べて上回っているのか。豪雪地域の冬期間における水利不

足が深刻と考えるが、市長の所見を伺う。 

 

 

２ 生活保護の不正受給について 

 

   生活保護は、一人暮らしの高齢者や病気で働けずにいる方など、

本当に困っている方には早急に支給されるべきと考える。しかし、

収入や財産があるにもかかわらず、それを隠して受給している方

や、年金を掛けずに働いてきて、年を取ったら生活保護を申請す

る方など、正直者が報われないような状況も多くあると聞く。正

直者が報われる社会になるためにも、生活保護受給者の自立のた

めの支援と、不正受給をチェックする体制を強化する必要がある

と考えるが、市長の所見を伺う。 

議 席 

５  

塩

川

裕

紀 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

１ 稲作経営に対する市の対応について 

 

（１）平成 30 年度に廃止される減反政策に対する市の対応について

伺う。 

 

 （２）米の直接支払制度の復活を国に求めていく考えはないか。 

 

 （３）農地の集積と規模拡大だけでなく、多様な経営形態の農家が

生き残れるような支援が必要と思うが、市長の所見を伺う。  

 

 

２ 住宅リフォーム事業補助金の拡充について 

 

   南魚沼市の住宅リフォーム事業補助金を魚沼市並に拡充するこ

とは出来ないか。 

 

 

３ 南魚沼市小規模修繕等希望者登録制度の活用について  

 

（１）南魚沼市小規模修繕等希望者登録制度が、適切に機能してい

るとは思えない。業者に喜ばれるような制度の活用を求めるが

どうか。 

 

（２）工事金額の上限を 50 万円から 100 万円に引き上げられないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 席 

２  

中

沢

道

夫 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

１ 立地適正化計画による人と都市機能の誘導で、持続可能なまち

づくりを 

 

国は都市機能の観点から人口減少問題をとらえ、2014 年に都市

再生特別措置法等を改正し、この人口減少、高齢化の中でコンパ

クトな都市を実現するために市町村で立地適正化計画を策定する

ことを可能にした。 

市は、この立地適正化計画による都市整備について、第２次総

合計画、更に同時期に示された「都市計画マスタープラン」にも

その方向性が示されているが、今段階では着手してはいない。  

そこで、高齢化を伴った人口減少問題、中心市街地の空洞化等

の課題、また逆にうまく展開できれば、地域活性化に大きくつな

がる動きもある中でのまちづくりを、この「立地適正化計画」を

策定しながら、将来も住みやすい持続するまちづくりに向けてい

く必要があると考え、以下を問う。 

 

（１）地下水採取条例改正に併せて、立地適正化計画による六日町

市街地のまちづくりを進める考えはないか。  

 

 （２）都市機能の集積で、大和地域に進めているプロジェクトとの

相乗効果を。 

 

 （３）立地適正化計画に併せた公共交通手段の見直しを。 

 

 

２ 人口減少、高齢化が進んだ集落、地域を維持する支援が必要  

 

（１）人口減少、高齢化の進む中で「共助」による住みよい地域づ

くりを進める必要性はないのか。  

 

 （２）地域コミュニティー事業に「支えあい事業」枠を新設して、

各地域で必要な独自の支えあい事業に支援する考えはないか。  

 

 （３）移住者、地域おこし協力隊等の定住への支援は。 

 

議 席 

６  

佐

藤

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

南魚沼市民病院の黒字化と産婦人科の設置を 

 

平成の大合併により、複数の公立病院を持つ自治体が存在した

が、それも少数になりつつある。 

当市は人口動向から見ても、現状のまま公立の医療機関を運営

していくことは厳しいと言わざるをえない。  

しかし、地域医療に対する住民ニーズは高く、サービスの低下

や医療の空白は避けなければならず、周到な経営計画が必要であ

る。 

今回示された「公立病院改革プラン」に基づき、市民ニーズに

応えながら健全な経営を行っていけるものになっているのかを検

証する。 

 

（１）公立病院は赤字経営が多いが民間の病院経営との違いをどの

ように認識しているのか。 

 

（２）このまま高齢化が進めば整形外科のニーズが高まる、という

予測が成り立つが、収益を上げる態勢について、どう考えてい

るのか。 

 

（３）少子化対策や市民ニーズの観点で、産婦人科と小児科の併設

が望ましい。経費は相当額見込まれるが、不採算地区病院の運

営の責務として産婦人科の設置を行うべきではないか。  

 

（４）経費抑制よりも人材確保を優先するという方針である。看護

師等の奨学金制度を現状の学生のニーズに合う形にすべきでは

ないか。 

 

（５）市民病院の将来像として、指定管理者制度の活用は検討して

いるのか。 

 

議 席 

１０  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

一般社団法人南魚沼まちづくり推進機構について  

    

（１）市は推進機構に基金拠出をいくらしたのか。また、全体の基

金拠出額はいくらなのか。 

 

（２）浦佐地区コア事業に関する事業推進および検討体制（案）に

ついて 

 

議 席 

１１  

笛

木

 

晶 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

公共交通「市民バス」について 

 

車を運転できない高齢者が、買い物や病院、図書館等に一人で

自由に行けるということは、元気に生活するという事からも重要

で、公共交通「市民バス」の運行は不可欠だ。市民の代表や公共

交通事業者等で組織している「地域公共交通協議会」では、市民

バスが市民の特に高齢者の足となれるように、各種の調査やアン

ケートを行っており、昨年は５回の会議を開催している。しかし、

市民バスの利用者数は伸びない。 

現在 13 路線があり、有料にしたため平成 28 年度上期の利用者

数は３地区全ての路線で前年度を下回る。下期（有料の比較）に

おいては大和、塩沢地区は横ばいで、六日町地区は減少している。 

このような状況が続けば、利用の少ない路線の廃止という声が

上がると思う。そうならないように、利用者数が増加する抜本的

な対応が必要と思うが、市長の所見を伺う。 

 

 

議 席 

２４  

関

 

常

幸 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

１ 市道の補修と除雪路線の見直しについて 

 

市道は、いたるところで老朽化が進み舗装面が傷み、ひび割れ

や亀の甲羅状態になっている。年次計画で維持補修事業を予算計

上しているが補修整備が追い付かないのが現状である。  

冬期間の除雪路線の見直をして、延長の縮減をすることで除雪

経費を浮かせ、それを道路補修に向けられないか伺う。  

 

 

２ ふるさと納税の謝礼品について 

 

６月１日より開始した南魚沼市ふるさと応援寄付金に対する謝

礼品は、寄付金 5,000 円から 498,000 円に対し 48 業者・261 品目

が登録されている。地元特産品に落ちがないように全国へ発信し

て欲しいが大丈夫か伺う。 

 

（１）八色西瓜が未登録だがどう対応するのか。  

 

（２）開始数日間であるが品目の傾向は。 

 

議 席 

１５  

小

澤

 

実 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

１ 環境共生について 

 

ごみ行政のあり方に対する二市一町の統一計画策定を急ぐべき

ではないか。 

 

 

２ 都市基盤整備について 

 

農業用水と冬場の防火用水の両方が確保できるようなため池整

備を考える時期ではないか。 

 

 

３ 教育・文化について 

 

教育基本法改正と大学入試センター試験大幅変更という大改革

に合わせた学区再編計画の修正を考える時期ではないか。  

 

 

４ 保健・医療・福祉について 

 

ヤングケアラー実態調査を受けての市の対応策の現状と第７期

介護保険事業計画への組み込みを伺う。 

議 席 

１６  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

１ 子ども医療費助成の対象を高校卒まで拡充を  

 

（１）実施自治体は広がっている。この動きをどう考えているか。  

 

（２）基金の一部を活用すれば実施可能と考えるが。 

 

 

２ 国保は社会保障、高すぎる国保税の引き下げを  

 

（１）国保は加入者の助けあいでなく社会保障という立場について  

 

（２）国保加入者をとりまく経済状況はますます厳しくなっている。        

国保税の引き下げで営業とくらしの応援について  

 

（３）新制度導入後も国保会計への繰入は「自治体判断で」との厚

生労働省答弁への市の認識、対応について  

 

 

３ 地下水に頼らない対策を進め、地盤沈下の抑制を  

    

（１）上越市では地盤沈下が著しく進行する緊急時には揚水設置者、

道路消雪設置者へ５０％削減など強力な要請を実施している。

こうした事例を参考に対策、方針を検討すべきだが。  

 

（２）除排雪、屋根融雪への支援の拡充、流雪溝整備など地下水に

頼らない雪処理対策をさらに強力に進めていくべきだが。  

議 席 

７  

田

村

眞

一 
（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

１ 「教育は未来への投資」拡充を 

 

児童・生徒・学生に希望の未来を。 

南魚沼市の未来を考えると、人を育てていくことが重要である。 

家庭の経済状況にかかわらず、全ての子どもたちに教育の機会を

平等に与えることが最も大切な観点である。  

そこで、教育への充実支援について伺う。 

 

（１）給付型奨学金に向けた条例改正について 

 

（２）地方に就職する学生の奨学金返済額を減らす制度創設につい

て 

   自治体や産業界が共同で基金をつくり、卒業後の返済を一定

の割合で肩代わりする、若い世代を呼び込む、基金の創設を。 

 

（３）就学援助における「ランドセル等新入学児童生徒学用品費」

の入学前支給を可能にするための対応について（要保護児童生

徒・準要保護児童生徒の実態について含む。） 

 

（４）当市教員の勤務時間の実態と軽減策検討について 

 

 

２ 多胎妊婦の健診助成の拡充について 

 

双子や三つ子などの多胎妊婦の場合、出産リスクが比較的高く

なるとされ、それに伴い受診回数も多くなる傾向にある。誰もが

安心して出産・子育てができるよう、更なる支援策の拡充につい

て伺う。 

 

議 席 

８  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－14－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

１ 子育て支援について 

 

（１）誰もが通える休日保育園の復活を。 

 

（２）公約の実現。まずは入院時の医療費助成制度の拡充を。 

 

（３）学童保育、待機児童対策は。 

 

（４）全天候型子供広場の実現を。 

 

 

２ ＣＣＲＣについて 

 

中止はできるのか。 

 

議 席 

２２  

牧

野

 

晶 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－15－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

１ 井戸規制の条例改正について 

 

再確認の意味で下記の４点について質問する。  

 

（１）地下水の採取に関する条例の改正に向けて、準備は予定通り

順調に進んでいるか。 

 

（２）過去における地盤沈下による具体的影響と、今後の予想につ

いて。下水道本管への影響をどのように考えているか。  

 

（３）節水対策の内容に変更はないか。総揚水量の規制についてど

のように考えているか。これについて議論は十分になされてい

るか。 

 

（４）７月までに条例の改正案がまとまると聞いているが、９月定

例議会を待たず、前倒しにできないか。できないとすれば、そ

の理由は何か。 

 

   

２ 城内診療所について 

 

（１）赤字経営が続いているが、これまでどのような経営改善に努

めてきたか。その成果は具体的にどのようであったか。  

 

（２）現在の診療体制は十分か。問題があるとすれば、それは何か。 

 

（３）城内診療所の２階がすべて空いたままになっている。この２

階を医療、福祉、介護、保健などの分野で有効に活用できない

か。 

議 席 

９  

勝

又

貞

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－16－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

１ 南魚沼版ＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）構想について  

 

  2014 年 12 月議会で事業化の検討が示され、２年半が経過した。

ＣＣＲＣで関心の部分はハードである。浦佐地区コア事業の進捗

状況は、当初計画から１年先送りになっている。アイデア募集が

行われ、優秀賞２者を連携実施事業協議パートナーに選定した。

パートナー企業から市に事業リスクの負担の提案がなされ、協議

中というのが現状である。 

「インフラ整備を除く事業費について、市は負担をしないという

考えは現在も変わっていない。」と答弁をもらっているが、「協議

のうえで考えが変わるときは議会にしっかり説明をさせていた

だく。」との答弁もされた。変更もありうるような答弁であった。 

    

 （１）事業性の検証は事業化の前提条件と考えるが、協議の経過を

示せ。市のリスク負担無くして事業化はできないのか。 

（２）事業費が示されずに、リスク負担の提案では理解できない。

試算に基づき提示されていたと思うが、事業費と市のリスク負

担額を示せ。 

（３）移住者のニーズで仕様の変更もあるというが、移住希望者数

を伺う。 

 （４）200 世帯の住宅建設事業は地元業者にとっては大きな魅力で

ある。産業の創出、雇用の創出というが、施設建設が地元企業

の仕事にならない。これに至った経過を伺う。  

 （５）移住者の住宅は分譲住宅と考えていた。賃貸住宅を想定した

のはいつからか。民間事業者（アパート経営）との競合が心配

である。 

 （６）（一社）南魚沼市まちづくり推進機構の役割（地域再生推進法

人）を伺う。 

 

 

２ 学童保育の待機児童の解消について 

 

   事前に希望者の募集をしていながら、３月 30 日現在 91 人の待

機者がいると報告があった。その後の取組を問う。  

    

議 席 

１８  

岡

村

雅

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－17－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１７ 
 

新たな形態の観光事業について 

 

首都圏から近く、雪が豊富な南魚沼市において、スキー観光な

どの冬季の観光が未だ 100 万人を超える観光客を惹きつける資源

であることはいうまでもない。一方で、冬季以外の観光となると

誘客に関する課題は多い。特にニューツーリズムといわれる分野

と南魚沼市の観光資源のマッチングは、組み合わせ次第では他の

地域とは異なった独自の展開が可能なはずである。ついては、観

光分野の施策と観光資源の関わり、施策の連携範囲について質問

する。 

 

（１）健康増進を促すためのヘルスツーリズムについて  

 

（２）メディカルタウン構想とヘルスツーリズムについて  

 

（３）インバウンド観光はどの地域を対象に展開していく予定か。  

 

（４）インバウンド観光に対して国際大学とは連携ができないか。 

議 席 

４  

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－18－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１８ 
 

１ 市内農業の「ＧＡＰ」定着に市も指導力を  

  

   食品としての安全性及び産地・生産者への信頼性確保の面から

近年、消費者の「ＧＡＰ」への感心は急速に高まっている。これ

に拍車をかけるのが国策としての農産品輸出の波と、2020 年東京

オリンピックへの期待だ。近年の「ＷＡＳＨＯＫＵ」への認知度

は海外、インバウンド双方とも好調であるが、当市でのＧ－ＧＡ

Ｐへの取組は極めて限定的であり、東京五輪での食材採用の最低

基準といわれるＪ－ＧＡＰもほとんど関心を呼んでいない。近年

中の合併を目指す市内２農協の中核戦略とすべきＪ－ＧＡＰへの

取組に、市も機を逸することなく指導力を持ちつつ最大限の支援

策を打つべきであろう。 

 

 

２ ＭＭＤＯの戦略的立ち位置を明確に 

 

南魚沼市の産業新基軸を創るべくＭＭＤＯが発足した。若者、

高齢者の移住から新産業への取組まで、広汎な分野を網羅し事業

者（所）を配した点は評価に値するが、官民の立ち位置がいま一

つ見えてこない。海外人材、海外事業所まで視野に入れつつ、市

の競争力を高めていかねばならぬ時代に自前のプランを競争力あ

る戦略・戦術にまで高める算段があるのか、以下３点につき質し

たい。 

 

 （１）当面３か年の事業展開 

  

（２）全ての企画が「事業」としての競争力を備えるための助言者・

機関 

 

（３）自発的な市内シンクタンクができた場合の住み分けと連携  

議 席 

１７  

中

 

沢

 

俊

 

一 
（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－19－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１９ 
 

１ 辻又地区の冬季道路閉鎖解消と支援策について 

 

市内でも冬期間、雪崩の発生・危険により通行止めになり、魚

沼市を経由しなければならない集落「辻又」がある。平成 16 年か

ら平成 27 年まで当初予定事業は完了したが、この冬も雪崩発生に

より３か月間の通行止めとなった。限界集落と言ってもいい過疎

の集落であり、２名の地域おこし協力隊の配属や行政支援の配慮

等もあるが、まだ課題もあり支援が必要だ、今後の施策について

伺う。 

 

（１）小千谷大和線防災安全事業（雪崩対策）の今後整備計画と、

県、市、地域との連絡体制は万全か。  

 

（２）大和病院診療科目がある土曜日の市民バスも運行できないか。 

 

（３）冬季道路閉鎖期間だけでも、高齢者宅等の私道について、市

道除雪の中で市が認めた部分の除雪を可能にできないか。  

 

（４）任期も後 1 年となった。今後の地域おこし協力隊について市

の考え方は。 

 

 

２ 子育て支援充実について喫緊の課題は  

 

時代の変化により、子育てと仕事の両立の難しさが出てきてい

る。今では低年齢保育、学童保育は当たり前の時代であり、それ

に伴い、子どもを持つ世帯の家計の負担は、相当多額なものにな

って、少子化の原因の一つでもある。南魚沼市独自の軽減の拡充

も示されているが、他市からの移住者に不満の声もある。子育て

支援拡充について、喫緊の課題にどう取り組んで行くか伺う。 

 

（１）保育料について、近隣市と比較してどう捉えているか。  

 

（２）学童保育の受け入れ態勢は万全か。  

 

議 席 

１４  

清

塚

武

敏 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－20－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２０ 
 

１ 南魚沼版ＣＣＲＣ構想について 

 

南魚沼版ＣＣＲＣ構想によって目標の 400 人が移住した場合、

その効果や影響の推計試算では「将来的な介護医療の負担があっ

ても、経済効果や市民税収入なども見込まれる」としている。南

魚沼版ＣＣＲＣ構想実現への課題を確認する。 

 

（１）今年度は 50 戸、平成 30 年度 50 戸、平成 31 年度 100 戸、合

計 200 戸と計画しているが、現在の状況では厳しいと思われる。

お試し等の活動実績をふまえ、現在までの応募状況をどう認識

しているのか。 

（２）今年の 11 月末で、10 戸しか入居が見込めない状況になった場

合は建設するのか。建設中止の場合の問題点は何か。  

（３）敷地の決定はいつまでにするのか。候補地選定の課題は何か。 

（４）温泉利用型健康増進施設(指定運動療法施設)の建設について、

３月議会で説明はあったのか。なかったなら、なぜ説明が不要

であったのか。 

 

 

２ 若者の仕事づくりについて 

 

市内の会社の仕事内容や給与水準について、東京の若者と市長

との考えにミスマッチはないか。若者が望む、帰ってこられる職

場の育成計画は。 

 

 

３ 市職員の意識向上を (職員の意識改革) 

 

「若者が帰ってこられる、住み続けられるふるさと南魚沼市」

の実現には、南魚沼市役所の 20 代・30 代の職員が働きやすい職場

環境が必要である。そのためには、今後どのような人事評価・勤

務成績評定を行うのか。また、実現に向けての課題と対策は。 

 

議 席 

３  

広

田

公

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 


